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身体表現あそびの保育内容の検討Ⅱ
1．はじめに
私たちは、身体表現あそびの実践に対して、多
くの保育者が有するハードルを低くするために
は、何か具体的な手がかりを用いることが有効
であろうと考え、研究を継続している。平野は
近年「草むら」を用いた実践を拡げるために多
くの保育園へ足を運んでおり、昨年度は、その
一部である3～5歳児を対象とした「草むらごっ
こ」の保育実践を分析することを試みた。具体
的には、「草むら」を使用した身体表現あそびの
保育内容を年齢別に検討し、その保育のなかで
の子どもたちの様子から、「草むら」の位置づけ
と役割について報告をした。
その結果、「草むら」の存在自体が、ホールを
表現空間として子どもたちに認識させる役割を
果たしており、保育実践者が奮闘努力すること
なく、子どもたちを表現の世界へ導き入れるこ
とを可能にしていた。「草むら」は表現時におい
ても環境としてそこに存在することが可能であ
り、ライブでのきっかけ作りやイメージ作りに
貢献することができる。これらの点が「草むら」
の大きな特徴であることが明らかになり、「草む
ら」が身体表現あそびの実践において魅力的で
有効な手がかりであることが認められた。しか
し、その効果においては、最初の段階で、「草む
ら」に隠れたり出たりすることの楽しさを、十
分に経験できる保育内容として実践できるか否
かが鍵を握っていることも推察できた。
そこで、今回、身体表現あそびを初めて経験
する 2 歳児を対象に「草むらごっこ」を実践し、
先行研究 1）と同様の結果が得られるかについて
検証し、2 歳児にとって適切な保育内容と援助に
ついて検討することにした。具体的には、2 歳児
の「草むらごっこ」の特徴を明らかにするとと
もに、3 ～ 5 歳児で見られた環境としての効果が
2 歳児においても同様に認められるのか。さら
に、初回の実践だけではなく、2 回目の実践も取
り上げ比較することにより、2 歳児においても
「草むらごっこ」の楽しさが根付くのかを明らか
にし、表現することの楽しさへと導く保育内容
と援助について検討することを、本研究の目的
とする。
身体表現あそびの保育内容の検討Ⅱ
―2歳児クラスでの「草むらごっこ」の実践から―
本山　益子・平野　仁美
2 歳児を対象に、「草むら」が設置されたホールで行われる身体表現あそびの「草むらごっこ」を
4 ヶ月の期間を経て 2 回実施した。その結果、2 歳児においても先行研究と同様に、身体表現あそ
びにおける「草むら」の、環境としての効果が認められた。その際、「草むらからの出入り」を十
分に楽しむことに加えて表現的内容を含んでおくことが、2 回目のあそびに有効であること。さら
に、「導入」のあり方や、表現者としての見本・声かけなどの「援助」が鍵を握ることがわかった。
キーワード： 身体表現あそび・2 歳児・保育内容・保育実践・草むらごっこ
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2．研究方法
（1）期間： 2 園期‥2010 年 10 月
3 園期‥2011 年 2 月
（2）対象：愛知県 T 保育園 2 歳児クラス
（3）保育実践者：平野仁美（保育歴 30 年）
（4） 保育「草むらごっこ」：6 個の「草むら」を
円形に配置したホールでの身体表現あそ
び。（図 1 参照）この保育園では、子どもた
ちの育ちを見ることができる活動として、
継続的に、この機会を活用しており、今回
の研究に関しての詳細は保育実践者にも保
育前には伝えていない。
（5） 方法：VTR の記録と保育実践者の振り返り
から、保育内容を「ねらい・展開・子どもの
姿・草むらの位置づけ」を観点に検討した。
3．結果と考察
（1）保育のねらい
保育実践者が立てた「ねらい」は表 1 に示し
たとおりである。
2 園期の表現保育のねらいを見ると、「保育者
と一緒に‥」「保育者の言葉かけを‥」と、保育
者の発信が保育のベースにおかれていることが
わかる。そして、そのなかで、初回（10 月）の
実践では、保育者の発信を子どもたちが受信す
るなかで「自分から」あるいは「草むらを使っ
て」主体的に活動することをねらい、とにかく
「動くことの楽しさ」を味わって欲しいという願
いが窺える。
その継続である 3 園期の表現保育のねらいか
らは「保育者」という文言は消失し、「自分から
繰り返し動くことを楽しむ」や「‥簡単なイメー
ジをわかせて、そのものになったつもりで動こ
うとする」との記述が見られる。単に「動く」だ
けではなく、「自分から」動くことや、「なった
つもりで」表現的に動くことがねらいとしてあ
げられている。2 月の実践のねらいには、「人形
の動きを取り込む」ことや「草むらを使って動
きの変化や切り返しをする」ことの経験を通し
て、「まねてうごくこと」や「そのものになり
きって動く」ことを楽しんで欲しいという保育
実践者の願いがあらわれている。
すなわち、保育者の発信をベースとしたあそ
びから、子どもの主体的なあそびへとねらいが
深まり、また、子どもたちには、動くことの楽
しさにとどめず、動く中で表現的要素をも楽し
む経験をさせたいとのねらいが確認できた。
表 1．「保育のねらい」の比較
年月 ねらい
2010年
10 月
2 園期の表現保育のねらい
　・ 保育者と一緒に身体を動かすことを楽し
む（心情）
　・ 保育者の言葉かけを楽しいと感じて動こ
うとする（意欲）
本日のねらい
　・ 自分から動くことを楽しむ（心情）
　・ 草むらを使って動くおもしろさを味わう（心情）
2011年
2 月
3 園期の表現保育のねらい
　・ 自分から繰り返し動くことを楽しむ（心情）
　・ 草むらを基地にして、簡単なイメージを
わかせて、そのものになったつもりで動
こうとする（意欲）
本日のねらい
　・ 人形の動きを取り込んでまねて動くこと
を楽しむ（心情）
　・ 草むらを使って動きの変化やきりかえし
をするなかで、そのものになりきって動
きを楽しむ（心情）
図 1．「草むら」設置の保育室
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（2）展開と子どもの姿
2 つの園期に実施された保育の展開を見るた
めに、収録した VTR の保育から、子どもの姿と
保育者の援助を時間系列に示した資料が表 2・表
3 である。また、これらの表より保育の展開を
「導入」と「本日の中心的な内容」に分けて整理
し、さらに、保育実践者の「振り返り」を記載
したものが図 2・図 3 である。これらの資料から
園期別に保育の展開と子どもの姿について見て
みる。
① 2 園期の保育（表 2 と図 2 参照）
まず、2 園期では「導入」において、保育実践
者が一緒に走ることから始め、自己紹介をし、名
前を呼ばせることで、子どもとの距離を縮めて
いる。そして、「こんなことできる？」と保育実
践者のまねをすることを促し、「床をたたく」「足
をドタドタさせる」などの簡単な動きを、豊か
な顔の表情と共に大げさに行っている。
さらに、ドラム太鼓の音も、子どもが怖がら
ないように配慮してたたき、その音を聞くこと
を楽しませている。そして、その太鼓の合図で
立ったり座ったりすることも試み、ジャンプを
繰り返し、「ドチ」の声で倒れることを行った。
ただ、保育実践者をまねる 2 歳児においては、保
育実践者が声の指示のみで「ドチ」と倒れるこ
とを促しても倒れる子どもは少なかった。しか
し、全般的に、子どもたちは保育実践者の豊か
な表現力に巻き込まれ、笑い声をあげながら、一
緒に動くことを楽しんでいた。
次に、「草むらごっこ」に移る際には、草の紹
介から始め、保育実践者が一つ一つの草に隠れ
る見本を見せていた。これが 2 歳児の保育には
大切な援助であろう。保育実践者の見本を見る
ことによって、子どもたちの「やってみたい」気
持ちが刺激され、それぞれが喜んで草に隠れて
おり、草への出入りをスムーズに繰り返し楽し
んでいた。そして、偶然一人の男の子が四つん
這いで虫になって草から出てきたのを保育実践
者が取り上げ、それをきっかけに「みんなも虫
になってみて」とイメージをプラスしたあそび
へと展開している。さらに、タマゴ・ひよこに
なることを保育実践者が促すと、個人差はあっ
表 2．2園期の「草むらごっこ」の実際
時間 子どもの姿と（先生の援助）
0
1’40”
1’58”
2’22”
2’57”
4’55”
・ 先生と一緒に走る
・ 車座に座り、話（先生の自己紹介）を聞く（「平野先生て言える？言ってみて」→「平野先生」
導入
・ （「こんなことできる？」と手で床を叩く）→先生と一緒にやってみる。（「ハッ」と手を前に止まる「止まった
ら、ビックリするんだよ」）→先生の「ハッ」の声で止まる。（「ドタドタできる？」足で床をドタドタさせる）
→先生と一緒にやってみる（「音した？」「立ってください」）→立つ（「座ってください」）→座る（「先生いい
もの持ってきたの」とタイコを取りに行く「これ何だ？」）→「タイコ」と答える声。
・ タイコの合図で動く（「タイコ聞いてみる？」と座っている子どもたちにタイコを一回叩き、音を聞かせる）→
タイコの音に笑っている。（「立ってください」と言って一回タイコを叩いて立つ）→立つ。（「座ってください」
と言って一回タイコを叩いて座る）→座る。（立ってタイコを連続して叩き、それにあわせてジャンプして「やっ
てみようか」）→先生と一緒にジャンプする。（「タイコの後に『ドチ』て言ったら寝転がって」と見本を見せ
る）→「できる」と言って笑って先生と一緒に数回やってみる。
草に隠れる
・ 座って話を聞く（タイコを連打させて「今度はタイコ一杯鳴るからね。草持ってきたから‥」と草の紹介をす
る）→草に関心を示し見ている。
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5’38”
6’25”
8’35”
14’00”
16’55”
・ 先生の見本を見る（「平野先生が隠れてみるから、リンゴ組さんお目目とじてくれますか？」→「いいよ」と
目を閉じる。（「もういいよ。『平野先生』て呼んでくれる」と言ってひとつの草に隠れる）→「平野先生」と
呼ぶ。（「はーい」）と草から出てくる。（「次は何処に隠れようかな」とまた隠れて、呼ばれたら出てくる）
・ タイコの合図でやってみる。（「みんなも隠れることできる？あそこでもここでもいいよ」といろいろな草を差
して示す。「先生目をぎゅってつむってるから、行ってよ」とタイコを連打し「隠れて隠れて」と促す）→急
いで走って隠れに行く。隠れられない子どももいる。（「もういいかい？」）→「まーだだよ」（しばらくタイコ
を叩いた後、目をあけて「あっ、リンゴ組がいなくなっちゃった」と言う）→、「ここですよ」と言う。隠れ
ていられずに出てくる。（「ここの広場にいるとき先生がポンポンてタイコ叩いてあげるから、草に隠れて」）→
話を聞いていたが草に隠れに行く。（全員が隠れたことを確認後「リンゴ組出ておいで」とタイコをポンポン
叩く）→ジャンプをして出てくる。繰り返す内に、四つん這いで草から出てくるひとり男の子。（「何になった
の」）→「虫」→（「みんなも虫になれる」「なってみて」）→四つん這いをする。
イメージをプラスする
・ （「虫になってね」とピアノを弾く）→虫になって這う。（ピアノを止めて「草むらに隠れて」）→走って草に隠
れに行く。（「リンゴ組の虫さん達出てきて」とピアノを弾く）→這って出てくる。（「虫たちが草むらから出て
きてピアノが止まったら卵になれる？）→「うん」と答える（「卵やってみて」）→丸くなる。（「じゃ、草むら
のおうちに帰れ」）→走って草に隠れに行く。（「草むらに虫がいるか見てこよう」と草むらを 1 つずつのぞき、
「いるいる。リンゴの虫たちがいるいる」と隠れている子どもを確認する。「リンゴ虫、広場にお散歩に出てお
いで」とピアノを弾く→這ってでてくる。（ピアノをやめて「卵」）→這うのをやめる。小さくなる子どももい
る。（「ここにも卵」「長い卵」「いい卵だね」と一人ずつの卵の確認をする）→なでてもらって嬉しそうに笑う。
（「その卵から何が出てくるかな」）→「ひよこ」（「じゃ、卵がバリバリて割れてひよこちゃんになってね」と
ピアノを弾く）→寝転んでいる（「あっちに散歩に行っていいよ」「ひよこちゃんでておいで」「卵になって草
むらにかえっていいよ」）→単に走る。（「今度は、草むらから何が出てくる？」）「てんとう虫」との声。（「て
んとう虫になれる？ブーンて飛べる？リンゴのてんとう虫飛んで」とピアノを弾く）→手を横に広げて羽を作
り走る。（「てんとう虫、先生のところへ飛んでおいで」）
まとめ
・ 先生のところに集まって話（今日の内容の振り返り）を聞く。（手遊び「みんながみんなが集まった‥」）
・ 「ありがとう」と挨拶をして、てんとう虫になって、担任のところへ飛んでいく
図 2．2園期の保育の展開と子どもの姿（12人・16 分 55 秒）
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たが、身体を小さく丸めてタマゴになり、ひよ
こになって走っていた。子どもが発信した「て
んとう虫」は飛ぶことを促すと手を横に広げて
走り、「草むらからの出入り」を楽しむことがで
きていた。
② 3 園期の保育（表 3 と図 3 参照）
3 園期の保育では、まず、アヒルの人形を抱え
て「リンゴ組出ておいで」とホールに誘い、「今
日はこの子も連れてきたの」とアヒルを紹介し
ている。「タマゴ生む？」と尋ねる子どもに、準
備していたタマゴの人形を見せ、子どもに触れ
させ、タマゴの歌を歌って「ワン・ツ ・ースリー」
のかけ声と共にひよこが生まれるところを見せ
ている。また、生まれたひよこやニワトリの人
形にも触れさせ、鳴き声を一緒に楽しんでいる。
そして、「パンダ・ウサギ・コアラ」の歌を歌っ
て導入を終え「草むらごっこ」に入っている。
「草むらごっこ」では、まず、「この間、草む
ら持ってきたよね。今日もあるよ」と前回あそ
んだ「草むら」があることを確認している。次
にあおむしの人形を「草むら」から登場させ「リ
ンゴ組さん、おはよう」と挨拶をすると、子ど
もたちも「おはよう」と応えており、「草むら」
の外にあおむしが這い出すと、子どもたちは
「キャー」と言って走って逃げ、自主的に「草む
ら」に隠れていた。子どもたちは 4 ヶ月前にあ
そんだ「草むらごっこ」を覚えており、今日も
隠れることを楽しもうとしている様子が窺え
る。
さらに、いろいろな人形と触れあうことも導
入において済ませているので、子どもたちは、
「草むら」から登場したあおむしも自然に受け入
表 3．3園期の「草むらごっこ」の実際
時間 子どもの姿と（保育者の援助）
0’
0’50”
2’57”
・ 保育者と一緒に移動（アヒルの人形を仲介に誘導「リンゴ組、リンゴ組出ておいで」→今日も一緒にあそぶこ
との確認「平野先生と遊んだよね。今日も遊んでくれるかな。今日はこの子（アヒル）も連れてきたの」）→
「タマゴ生む」と尋ねる子ども→（「うん。生む。タマゴ見たい ? じゃ、座って待ってて」）
導入
・ 保育者と向かい合って座る→（「生んでくれるかい ?」とアヒルに聞く→タマゴを生む準備。タマゴとリンゴの
ぬいぐるみを取りに行く）→保育者の動向を集中して見ている。（「あなたたちリンゴ組だよね。あんなところ
にリンゴがあったよ」とリンゴを見せて転がす）→声をあげて笑い、転がったリンゴを拾いに行く→「リンゴ
ちゃんと遊んでる間にタマゴが生まれたかな」と確認する→アヒルに「タマゴ生んだの ?」と聞く→アヒルの
声で「タマゴ生んだよ」と答える→立っている子どもに名前を尋ね「座って」とアヒルの声で言う）
・ （タマゴをなでながら、タマゴの歌「タマゴ・タマゴ・タマゴさん、鼻の脂をチョッ・チョッ・チョ」を歌い、
自分の鼻の脂をタマゴにつける）→保育者を真似て子ども達も自分の鼻をこする→（子ども達全員の前にタマ
ゴを移動させる）→鼻の脂をタマゴにつける→（「ワン・ツー・スリー言える」と聞く）→すぐに口々に「ワ
ン・ツー・スリー」と言う→保育者と一緒に大きな声でゆっくり「ワン・ツー・スリー」と言う→（「ピヨ。み
んなが鼻の脂をつけてくれたからひよこが生まれた」とタマゴを裏返し、ひよこのぬいぐるみを出す→「ピヨ」
「ピヨ」と泣きながらひよこを子ども達の頬や頭に触れさせる）→ひよことのふれあいを喜ぶ→「もう一つあ
る」ともう一つのたまごを指さす女の子→（「もう一つあるね。やってみようか」と生まれたひよこを床に置
き、再度タマゴの歌を歌う）→歌うと同時に鼻をこすり、タマゴに触れようとする→保育者と一緒に「ワン・
ツ ・ースリー」と言う→（「コケコッコー」と言ってタマゴを裏返す「これ誰 ?」と尋ねる）→「ニワトリ」「コ
ケコッコー」と答える→（「ニワトリはコケコッコーと鳴くよね」「じゃ、これ誰 ? とひよこを見せて聞く」）→
「ひよこ」「ピヨピヨ」と答える→（「ピヨピヨて鳴くか‥そうだね」「ピヨピヨピヨ・コケコッコー、じや私
は ?」とアヒルを抱いて見せる→「アヒルは何て鳴く ?」）→「ガーガーガー」（「恭、みんなの知っているお歌
の音楽を持ってきたの。一緒にやってみる」とぬいぐるみをピアノの上に置く）
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5’30”
6’51”
・ 保育者を真似て、一緒に「パンダ・ウサギ・コアラ」の歌あそびをする
草むらごっこ
あおむし君と一緒に
・ 保育者の動向を注視し、話を聞く（「この間、草むら持ってきたよね。今日もあるね」と草むらの確認をしな
がら移動する→あおむしの人形を草むらから登場させ「リンゴ組さん、おはよう」とあおむしの声で挨拶する）
→あおむしの出現を喜び「おはよう」と言う。（「リンゴ組さん、お目目を閉じれますか ? ギュギュギュのギュー」
とあおむしの声で目を閉じることを促す）→一生懸命目を閉じようとする→（「一・二・三・四‥」と数えな
がら別の草むらに移動する→「もういいよ。あおむし君て呼んで」）→「あおむし君」と言いながら近づいて
いく。→あおむしが草むらから出てくるのを見ると「キャー」と言って走って逃げ自主的に草むらに隠れる。
草むらから、あおむしが床を這う様子を見ている。（「リンゴ組さん来てよ」と呼ぶ）→あおむしのところに集
まる→（「僕のマネできる？虫みたいになれる ? お尻を ニョキニョキ」とあおむしを動かせる）→あおむしを
見て、這出す→（「あおむしになって、いろんな草のところにお散歩にいける ?」）→這始める→（「あおむし
ちゃん、好きな草のところにお散歩に行って」とピアノを弾く）→自分の好きな草を目指して這う→着いたら
草の後ろに隠れる→（「おーい、もう一回ここにおいでよ」とあおむしが子ども達を呼ぶ）→あおむしのとこ
ろに走っていく→（「あおむしになったリンゴ組がもう一回みたいな」とあおむしになることを促す→「あお
むしリンゴ、僕みたいにこんなになれる ? まん丸ちゃんになれますか ?」とあおむしを丸める）→あおむしを
見てからだを丸くする→（「伸び伸びさんになれますか ?」とあおむしを上に伸ばす）→顔を上に挙げ上体を伸
ばす→（「伸び伸びさんになったら向こうの方が見えますか ? 見て見て。クネクネ」とあおむしをくねらす）→
頭を揺らしからだをくねらす→（「クネクネ　丸ッチ」と丸くする）→からだを小さくする→（「リンゴあおむ
しも丸くなってる」と認める→「リンゴあおむしちゃん転がれる ?」とあおむしを床を転がす）→上手に転が
る→（ピアノを弾く）→ビアノの音に反応して草むらに隠れる男の子二人→（「草むらまで転がっていいよ」と
ピアノを弾き続ける）→転がって草に隠れる→（空いている草むらを「こっちに来てもいいよ」と勧める）→
走って移動を始める→全員が草むらに隠れる
11’42” オオカミ君と一緒に
・ 草むらから保育者を見ている（「ヤッホー」とオオカミの人形をもって登場）→「オオカミー」の声→（「当た
り。『オオカミです。こんにちは』と挨拶をする」）→「こんにちは」と元気に答える。（「今日はリンゴ組に遊
びに来ました。平野先生とリンゴ組みにオオカミも来ました。そして、今からお散歩するね。音楽かけてあげ
るからみんなもする ?」と誘う。「おいでおいで」）→オオカミのところへ集まる→（「ここが森だとすると森の
道を歩くよ」と歌「森の小道散歩に行くよ。オオカミなんて怖くないよ‥」を歌って走り始める）→保育者の
後ろを着いて走る→（止まって「オオカミさーん」て呼ぶことを促す）→保育者と一緒に大きな声で「オオカ
ミさーん」と呼ぶ→再び、歌って走り出す→（止まって、「時たま、オオカミさん一杯散歩したらお腹がへっ
ちゃうかもしれないんだ。リンゴ組のかわいい子を『食べちゃうぞ』と来たら、どうしたらいいと思う ?」と
尋ねる）→草を指さし「草むらに隠れる」と答える→（「草むらに隠れるのか」と認め、「それじゃやれる ?」と
確認する→「やるよ」と音楽をかけに行く）→飛び跳ねて待っている。草に隠れて待つ子もいる。→（「僕と
一緒に草むらで遊ぶよ。オー」とオオカミの声で言う）→「オー」と答え、音楽がかかるのを待つ。
13’30” テープのトラブル発生→曲がうまくかからない→待つ
・ 心配そうに立ち止まり待っている子ども。草むらに隠れて待つ子ども。→何度か曲が流れそうになるなか、保
育者と遊びながら待っている（「リンゴ組、リンゴ組、出ておいで。ジャンプ・ジャンプ・ジャンプ・ジャン
プしましょうよ」と飛び跳ねる→途中で「ドチッ」と倒れる→オオカミに触れさせる→「オオカミが食べに来
たら隠れるよ」と確認する）→曲がかかり走り出す「オオカミさーん」と呼ぶところで曲が途切れ「あれっ」
とがっかりする。→「あれっ」「あれっ」と言いながら走って待っている。『草むら』に隠れて待つ子どももい
る→（「わっしょい。わっしょい。走れ。走れ」と走りながら子ども達のなかに入る。「オオカミさん」て呼ん
で）→「オオカミさーん」と 2 回呼ぶ→（「そろそろ、リンゴ組の子ども達を食べに行くぞ。ガオー」と怖い
声で言う）→「キャー」と逃げる。自主的に草むらに隠れる。→（「草むらで待っててくれるかな」）→時々草
むらの移動はするが、キチンと草むらに隠れて待つ→「先生」と呼ぶ声→（「おーい。ぺろぺろ」とオオカミ
を持って一つずつの草を回る）→少し飽きてきた子ども達に「オオカミさんちょっとここでお休みだ」と小さ
なボールを一人一つずつ提供し、投げて遊ぶ→途中でテープのトラブルが解消し、ボールを片付け走り出す→
「オオカミさん」と呼ぶ→（「逃げて逃げて」オオカミになって食べに行く）→草むらに隠れる
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れている。そして、「僕のまねできる？」とあお
むしに促され、あおむしになって丸まったり、伸
びたり、転がったりすることを、子どもたちは
自分なりに表現しながら楽しんでいる。そして、
自ら「草むら」に戻ることも試み、最後は全員
が「草むら」に隠れ、保育実践者を見ている。
次に、オオカミの人形を持って登場した保育
実践者が「平野先生とオオカミも来ました。今
からお散歩するね。音楽かけてあげるからみん
なもする？」と誘う。子どもたちは「草むら」か
ら出て、「森の道を歩くよ」と促され、一緒に歩
き出し、歌にあわせて「オオカミさーん」と呼
びかけている。そして、「オオカミさん、一杯散
歩したらお腹がへっちゃうかもしれないんだ。
リンゴ組のかわいい子を『食べちゃうぞ』とき
たら、どうしたらいいと思う？」と保育実践者
が尋ねると、子どもたちは草を指さし「草むら
に隠れる」と答えている。つまり、この返答は、
子どもたちのなかに、基地としての「草むら」が
根付いていることを示している。
しかし、実際に音楽をかけて実施しようとす
ると、音楽がかからないトラブルが発生してし
まった。子どもたちはがっかりした様子で「あ
れっ」と言いながら走って待っている。何とか
25’31”
28’48”
33’10”
トラブル解消→テープを聴いて動く
・ オオカミを使用せずに、曲の頭から保育者と一緒に走る→途中、「オオカミさん」と呼び、「今○○をしている
ところ」の歌詞「起きた・シャツを着てる・ズボンをはいてる・上着を着てる・くつをはいてる・帽子をかぶっ
てる」を耳を傾け聞く→「人間を食べに出かけよう」の歌詞を聞くと、「キャー」と言って草むらに隠れる→
（オオカミになって追いかける）
まとめ
・ 保育者のところに集まって座る→「オオカミさーん」と大きな声で 3 回呼ぶ→話を聞く（音楽の不具合をわび
る→あおむしが上手だったとほめる→内容の振り返り）→立って手をつないで手遊び「みんながみんなが集
まった‥」→いろいろな座り方をする→「ありがとう」と挨拶をする
・ （ピアノを弾く）→うさぎになって、担任のところへ跳ねていく
図 3．3園期の保育の展開と子どもの姿（11人・33 分 10 秒）
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音を出そうとする保育園の先生達と保育実践者
の努力も実らずなかなか曲がかからない。この
間（約 12 分間）、時折、保育実践者が関わるが、
子どもたちは、自分なりに「草むら」に隠れ、
「草むら」の移動を楽しみ、待っていた。
そして、音楽のトラブルが解消した後、保育
実践者と歌を聴きながら走り、歌詞のやりとり
を楽しみ、「人間を食べに出かけよう」の歌詞を
聞くと、「キャー」と叫びながら急いで「草むら」
に隠れる子どもの姿が見られた。
（3）「草むら」の位置づけ
2 園期と 3 園期に実施された保育について、そ
の「草むら」の役割と位置づけをまとめたもの
が表 4 である。
2 園期に実施した保育では、子どもたちに保育
実践者と一緒に、自分から動くことを楽しませ
るために、「草むら」を活用している。すなわち、
子どもたちが「草むら」に隠れたり出たりする
あそびを、自分なりに繰り返すことが身体を動
かす楽しさの体感につながっている。さらに、
這って「草むら」から出てきた男の子の虫を表
現する姿は、存在していたものが「草むら」で
あったからこその出現であり、表現空間として
の機能を示唆したものと考える。
そして、4 ヶ月後の 3 園期の保育で見られた、
最初からあそびを楽しむ子どもたちの様子や、　
オオカミが来たら「草に隠れる」との返答から、
子どもたちのなかに「草むら」の活用の仕方が
記憶として残っていたことが確認できた。音響
のトラブルが発生した際にも、自らの意志で「草
むら」を用いてあそびながら待つことができて
いた。つまり、子どもたちのなかに、前回経験
した「草むらごっこ」の楽しさが定着しており、
さらに、その待つ空間に「草むら」が存在して
いたので、自分なりに「草むら」と関わりなが
ら「草むらごっこ」の楽しさが継続できていた
のだろう。すなわち、待っている間も「草むら」
の存在が表現空間のシンボルとして機能し続け
ていたと捉えることができる。
この 3 園期においては、「草むら」は動きをつ
なぎ・発信する基地として活用されていただけ
でなく、あおむしになった子どもたちのあそび
への意欲を高め、興味を持続させる表現空間と
しても機能していたものと考える。
表 4．草むらの位置づけ
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（4）表現の楽しさを導くために
初めて「草むらごっこ」を体験する 2 歳の子
どもたちに、「草むら」を使って動くことの楽し
さを根付かせ、次の段階として、表現すること
の楽しさを経験させるためには、どのような保
育内容・援助の工夫が効果的であるかについて
検討する。
① 2 園期の保育のなかで
まず、2 園期の保育は、2 歳の子どもたちと
「草むら」との出会いの場であり、子どもたちに
「草むら」への興味を持たせることが第一に求め
られる。さらに、その「草むら」に隠れたり出
たりするあそびを理解させることも援助の重要
なポイントになる。
そのために、保育実践者は自ら一つ一つの「草
むら」に隠れ、表情豊かに「草むら」から出て
くる様子を子どもたち見せ、子どもたちの関心
を引くとともに、「草むら」に隠れることの理解
を促している。そして、導入において、太鼓を
用いて保育実践者をまねさせた流れから、太鼓
の合図で「草むら」に隠れることもまねさせ、あ
そびをスムーズに展開している。さらに、すべ
ての「草むら」を廻り、隠れている子どもたち
を認めることも怠っていない。「草むらへの出入
り」を何度も繰り返すことで、ねらいの「草む
らを使って動くおもしろさを味わう」ことを果
たしている。そして、その繰り返しを楽しむな
か、偶然、一人の男の子の虫の表現を導くこと
ができたと考える。つまり、この男の子の表現
は「草むらを使って動くおもしろさ」から誕生
したのであり、さらに、子どもたちが表現的要
素を楽しむ契機にもなった。5分程度ではあった
が、表 2 の「イメージをプラスする」箇所に見
られるように虫・タマゴ・ひよこ・てんとう虫
に「なること」を楽しむ経験をすることができ
たのである。
② 3 園期の保育のなかで
4 ヶ月後の 3 園期の保育では、保育実践者は、
2 園期の子どものたち様子から、表現的な要素を
楽しむことをねらいのなかに盛り込んでいた。
そして、子どもたちが表現に入り、イメージし
やすいように、いろいろな人形を準備していた。
表 3 の「あおむし君と一緒に」の箇所で、前回
と同じ 5 分程度ではあるが、この間ずっと、あ
おむしになる子どもたちの姿を確認することが
できた。
このときの援助のポイントとして以下の点が
あげられよう。まず、言葉の指示よりも、何か
を見てまねることで動く 2 歳児にとっては、自
分の眼前に動く人形があることにより、自然と
身体を動かすことができ、スムーズにあおむし
になることができたと考える。具体的には、自
分の好きな草のところへ這って行って隠れた
り、自分の身体を精一杯丸くしたり、上手に転
がったり、さらには、床に寝転んだ状態から顔
を上げ、高見を目指してゆっくりと上体を伸ば
していくなどの、あおむしになりきった表現的
な動きがたくさん確認できた。
また、保育実践者は、単に人形を動かすだけ
ではなく、その様子を「まん丸ちゃん」や「伸
び伸びさん」などの子どもに親しみのある言葉
を用いて伝え、「できますか」「なれますか」な
どの促す言葉もリズミカルに歌い、「クネクネ」
などの擬態語も抑揚たっぷりに発していた。こ
れらの言葉による援助が、2 歳児を対象とする際
の効果的な言葉かけとして、子どもたちの心に
響いたものと考える。
③保育内容と援助
つまり、保育内容としては、2 園期においては
「草むらからの出入り」を繰り返す内容によっ
て、「動くことの楽しさ」を体感させていると共
に、それを契機に、虫やタマゴになることも経
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験させている。そして、その 2 園期での経験を
ベースに、3 園期ではあおむしの表現を深め、「表
現することの楽しさ」を共有している。
この際、まず、保育実践者の見本が、「草むら
ごっこ」への子どもたちの興味・関心を引き起
こしていることがわかる。そして、「草むら」を
丁寧に紹介することによって、2 歳児に「草むら
ごっこ」のあそびを理解させている。さらに、偶
然見られた男の子の虫の表現を見逃さなかった
保育実践者のアンテナによって表現的な内容へ
と導いている。また、人形の活用によって 2 歳
児の興味を引き出し、人形の動きをまねながら
も、自分なりの動きの探求・表現へと導いてい
る。さらには、2 歳児に適した言葉を選択し、表
現者として 2 歳児の心に響く声を届けているこ
となどが、効果的な援助としてあげられる。
特に、今回の保育実践においては「導入」が
「本日の中心的な内容」を効果的に展開させる内
容になっていたことが注目される。2園期におい
ては、2 歳児が初めて耳にする太鼓の音を丁寧に
聞かせ、太鼓の音で動く練習を行っていること
や、保育実践者をまねることへのウォーミング・
アップとして、簡単な動きの模倣を楽しませて
いることが、その内容としてあげられる。また、
3 園期においても、2 歳児が好む人形を用意し興
味を持たせるとともに、人形とのやりとりを楽
しませている。「導入」において、人形に十分に
触れる機会を持っていなかったら、あおむしの
人形が「草むらごっこ」に用いられた際、子ど
もたちの関心は人形に集中することが予想で
き、表現を楽しむことはできていなかったと考
える。ここに「導入」の効果を確認することが
できる。
4．まとめ
3 ～ 5 歳児を対象とした先行研究の継続研究
として、「草むら」が設置された空間での身体表
現あそびである「草むらごっこ」の保育内容を
検討することを試みた。
先行研究では各年齢 1 回の保育を対象とした
が、今回は、同じ 2 歳児クラスにおける 2 園期
（10 月）と 3 園期（2 月）の継続する 2 回の保育
を対象とした。その 2 回の保育実践を検討した
結果、3 ～ 5 歳児と同様に、一度経験した「草む
らごっこ」の楽しさが子どもたちの中に定着し
ていることが確認できた。つまり、2 回目の保育
における子どもたちは「草むら」の活用の仕方
を記憶しており、最初からあそびを楽しもうと
する意欲を見せ、主体的に「草むら」に関わっ
ていた。ここに「草むら」の環境としての効果
が認められたと考える。
次に、2 歳児にとって適切な保育内容と援助に
ついてまとめることにする。
まず、今回の保育においては、動くことの楽
しさを根付かせ（2 園期）、表現することの楽し
さを経験させる（3 園期）へと「ねらい」が深め
られている。そのための「本日の中心的な内容」
として、2 園期では「草むらからの出入り」を十
分に楽しむ内容を繰り返し、最後に、虫などに
「なること」も含み、3 園期につなげている。そ
して、3 園期においては、「草むら」を基地とし
て、イメージを描いて動くことを楽しむ内容が
展開された。2 園期において「草むらごっこ」の
楽しさを体感できていたことに加えて、表現の
楽しさも経験できた内容が含まれていたこと
が、3 園期に生かされていると考える。
次に、① 2 歳児を惹きつけ、スムーズに「草
むらごっこ」に導く「導入」のあり方②「盛ん
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に模倣し、物事の共通性を見いだすことができ
るようになる」2）2 歳児に、人形の動きや保育実
践者の見本を見せることによる表現の促し。③
偶然見られた表現の芽を見逃さない保育実践者
の感性④保育実践者自らが楽しい雰囲気を醸し
だし、大げさに動くとともに表情豊かな声を子
どもたちに届けた表現者としての姿などが、あ
そびをスムーズに展開させるために効果的に作
用したポイントであることが明らかになった。
これらは、保育歴 30 年のベテラン保育士なら
ではの援助であったことは否定できないが、「草
むらごっこ」は 2 歳児においても、みんな一緒
に身体を動かし表現することを楽しめるあそび
であることが実証できたと考える。
2 歳児の身体表現に関しては、個々の事例を
扱った報告 3）4）5）はなされているが、今回のよ
うにクラスの全員が「いっしょの世界で表現」6）
するあそびを対象とした報告は少ない。しかし、
今回の結果から、「草むらごっこ」は、「子ども
の自発的な活動を促し」7）「保育士等が仲立ちと
なって、‥友達の関わり方を丁寧に伝える」8）内
容を含む「全身を使う遊び」9）と言えるのでは
ないかと考える。
保育所実習に行く学生から 2 歳児の研究保育
について相談される機会は多い。今回の結果を
踏まえ、実習においても「草むらごっこ」を試
みて欲しいと期待する。それらの学生に適切な
助言をすることができるためにも、2 歳児を対象
とした身体表現に関しての研究を継続したいと
考える。
なお、本稿は日本保育学会第 64 回大会（玉川
大学・2011 年）でのポスター発表 10）の 1 部と、
第 65 回大会（東京家政大学大学 2012 年）のポ
スター発表 11）をまとめたものである。
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